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令和元年度の一般会計の歳入は、全体の約 65％を町税（町民
税・固定資産税等）が占めており、昨年度に比べて 7.1％増
となっています。
本年度は、継続的に増加する社会保障費及び、継続費である
学校給食施設事業の対応として、地方消費税交付金及び国庫
支出金、県支出金の増収を活用しながら地方債の発行や基金
の取り崩しなどで財源を確保しています。

令和元年度の一般会計の歳出は、経常経費である福祉・保育
所関係の民生費と継続事業である学校給食センター増改築事
業を含む教育費、さらに、公会堂建設費を含む総務費が多く
を占めています。

年 度
科 目

令和元年度 平成30年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額

民 生 費 29億1759万9千円 39.2 27億8182万0千円  4.9

教 育 費 12億6568万6千円 17.0 9億9594万9千円 27.1

総 務 費 9億4920万9千円 12.8 10億8020万4千円 △12.1

土 木 費 7億5210万1千円 10.1 9億7829万1千円 △23.1

衛 生 費 5億6634万1千円 7.6 5億3169万5千円 6.5

公 債 費 5億3117万4千円 7.1 5億2750万3千円  0.7

消 防 費 2億9621万5千円 4.0 2億9104万7千円  1.8

議 会 費 8728万8千円 1.2 9569万4千円 △ 8.8

農林水産業費 4429万0千円 0.6 9387万7千円 △52.8

そ の 他 3009万7千円 0.4 2992万0千円 0.6

合　計 74億4000万0千円 100.0 74億  600万0千円 0.5

年 度
科 目

令和元年度 平成30年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額

町 税 	 48億5427万9千円 65.2 	 45億	3437万4千円 7.1
町 民 税 20億5861万0千円 27.7 18億8325万7千円 9.3
固 定 資 産 税 24億6675万3千円 33.2 23億5745万8千円 4.6
そ の 他 3億2891万6千円 4.4 2億9365万9千円 12.0

国 庫 支 出 金 9億1467万8千円 12.3 8億1642万5千円 12.0

県 支 出 金 6億  775万9千円 8.2 5億1498万4千円 18.0

譲与税及び交付金 4億9490万1千円 6.7 4億4790万1千円 10.5

町 債 2億6030万0千円  3.5 9980万0千円   160.8

分担金及び負担金 1億4168万0千円 1.9 1億3785万3千円 2.8

繰 入 金 0円 0.0 5億8400万0千円 △100.0

そ の 他 1億6640万3千円 2.2 2億7066万3千円 △38.5

合　計 74億4000万0千円 100.0 74億  600万0千円 0.5

歳　出 歳　入

町税
48億5427万9千円

（65.2%）

国庫支出金
9億1467万8千円

（12.3%）

県支出金
6億775万9千円

（8.2%）

譲与税及び交付金
4億9490万1千円

（6.7%）

分担金及び負担金
1億4168万円

（1.9%）

町債
2億6030万円

（3.5%）
その他

1億6640万3千円
（2.2%）

町民税
20億5861万円

（27.7%）

固定資産税
24億6675万3千円

（33.2%）

その他
3億2891万6千円

（4.4%）

歳入

74億
4000万円

民生費
29億1759万9千円

（39.2%）

総務費
9億4920万9千円

（12.8%）

土木費
7億5210万1千円

（10.1%）

教育費
12億6568万6千円

（17.0%）

公債費
5億3117万4千円

（7.1%）

衛生費
5億6634万1千円

（7.6%）

消防費
2億9621万5千円

（4.0%）

議会費
8728万8千円

（1.2%）

その他
3009万7千円

（0.4%）

農林水産業費
4429万0千円

（0.6%）

歳出

74億
4000万円 町の予算は、一般会計と特別会計から

成り立っています。
一般会計は、行政運営の基本的な経費
を計上し、町の予算の半分以上を占め
ています。

 74億  4千万円

一般会計予算

－前年度比0.5％増－

当初予算編成
令和元年度

　

３
月
に
開
か
れ
た
昭
和
町
議
会
第
１
回
定

例
会
に
お
い
て
、令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
当
初
予
算
は
、首
長
選
挙
に
よ

る「
骨
格
予
算
」の
た
め
、継
続
事
業
費
、義
務
的

経
費
、緊
急
的
経
費
の
み
を
予
算
化
し
た
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。年
々
増
加
し
て
い
る
義
務

的
経
費
の
影
響
も
あ
り
、令
和
元
年
度
も
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、事
業
の
成

果
や
施
策
の
優
先
度
を
精
査
し
、限
ら
れ
た

財
源
の
効
果
的
な
活
用
に
努
め
、財
政
健
全

化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
は
74
億
4
0
0
0

万
円
、特
別
会
計
は
42
億
6
6
2
8
万
円
と
な

り
、総
額
で
1
1
7
億
6
2
8
万
円
の
予
算
規

模
と
な
り
ま
す
。な
お
、新
規
の
施
策
な
ど
の

政
策
的
予
算
に
つ
い
て
は
６
月
補
正
予
算
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、主
要
施
策

な
ど
は
補
正
後
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

用
語
解
説

資
金
を
積
み
立
て
、ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産
を
い
い
ま
す
。「
町
の

貯
金（
貯
蓄
）」の
こ
と
で
す
。

財
政
調
整
基
金
：
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る

た
め
の
基
金
で
、長
期
的
視
野
に
立
っ
た
計
画
的
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
に
、財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
立

て
を
行
い
、財
源
不
足
が
生
じ
る
年
度
に
活
用
す
る
た
め

の
基
金
で
す
。

特
定
目
的
基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し

資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設
置
す
る
基
金
で
す
。学
校

建
設
事
業
に
充
当
す
る
校
舎
建
設
基
金
、公
共
施
設
の
設

備
事
業
等
に
充
当
す
る
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
、都

市
計
画
街
路
建
設
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

骨
格
予
算
：
首
長
や
、議
会
議
員
の
選
挙
時
期
な
ど
の
関
係

か
ら
、新
規
の
施
策
等
を
見
送
り
、ま
た
、政
策
的
経
費
を

極
力
抑
え
、義
務
的
経
費
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
予
算
を

い
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、次
の
議
会
で
補
正
予
算
と
し
て
政
策
的
経
費

や
新
規
事
業
等
、骨
格
予
算
で
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
経
費

を
肉
付
け
し
予
算
編
成
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
方
債
：
地
方
公
共
団
体
が
資
金
調
達
の
た
め
に
負
担
す

る
債
務
で
あ
っ
て
、そ
の
返
済
が
年
度
を
越
え
て
行
わ
れ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。「
町
の
借
金
」の
こ
と
で
す
。

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、財
産
を
維
持
し
、 
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 主な事業とお金の使い道 

特別会計 令和元年度
当初予算額

平成30年度
当初予算額 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 18億1077万6千円 17億3700万0千円 4.2

後期高齢者医療特別会計 1億7661万0千円 1億6120万0千円 9.6

介 護 保 険 特 別 会 計 9億9071万6千円 9億9232万7千円 △ 0.2

介 護 サ ービ ス 特 別 会 計 2512万7千円 2118万0千円 18.6

下 水 道 事 業 特 別 会 計 12億5693万9千円 10億4582万9千円 20.2

渇 水 対 策 事 業 特 別 会 計 612万0千円 563万2千円 8.7

合 計 42億6628万8千円 39億6316万8千円 7.6

会計区分 令和元年度
当初予算額

平成30年度
当初予算額 増減率（％）

一 般 会 計 74億4000万0千円 74億  600万0千円 0.5

特 別 会 計 42億6628万8千円 39億6316万8千円 7.6

合 計 117億628万8千円 113億6916万8千円  3.0

特別会計予算

 42億
 6628万円

当初予算総額

 117億
  628万円

平成30年度
当初予算額

令和元年度
当初予算額

117億628万8千円

74億600万円
一般会計

39億6316万8千円
特別会計

113億6916万8千円

74億4000万円
一般会計

42億6628万8千円
特別会計

－前年度比
　　7.6％増－

－前年度比   
　　3.0％増－

特別会計は、一般の歳入歳出予算と区別
して整理する必要がある場合や、特定の
事業を行う場合に設置される会計です。
昭和町では、国民健康保険や下水道など
６つの特別会計があり、それぞれの予算
額は、次のとおりです。

令和元年度当初予算は、前年度比3億3,712
万円（3.0％）増の117億628万円です。一般
会計は、前年度比3,400万円（0.5％）増、特
別会計は前年度比3億312万円（7.6％）増と
なります。

　私たちのまわりで、どのようなことにどれくらいのお金が使われているのでしょうか。ここに主な
事業とお金の使い道を「昭和町第 6 次総合計画」の基本方針である 6 つのテーマごとに掲載しました。
　主なものとして、継続事業である学校給食センター増築・改修工事、穂のか移転工事に伴う相談支
援センター負担金があります。
　　また、継続的に増加している社会保障関連の経費として、障害者自立支援給付費及び保育所等
給付費を増額計上し、ふれあいのある地域づくりの推進として地区公会堂建設関係事業費を計上し、 
社会保障の充実と住民施設の整備に重点を置いた予算としました。

支えあう健やかな
まちづくり

にぎわいと活力のある
まちづくり

健やかな暮らしを支える保健・
医療の充実	 	
○子育て支援医療費助成	 1億1100	万円
○養育医療費助成	 100	万円
○重度心身障害者等医療費助成	 5280	万円
○ひとり親家庭医療費助成	 1700	万円
○妊婦・乳幼児健診委託	 2643	万円
○妊婦健康診査助成事業	 156	万円
○こんにちは赤ちゃん訪問事業	 12	万円
○総合健診・人間ドック・予防接種委託事業	 1億2188	万円

次代を担う子育ての支援
○児童手当	 4億1904	万円
○児童措置・児童支援事業補助	 10億5241	万円
○児童館・児童センター運営費	 2742	万円
○次世代育成支援対策費	 622	万円

活力ある商工業の振興充実
○町商工会育成事業等補助	 1137	万円
○商工会一般事業推進費	 36	万円
○町煙草小売組合助成金	 100	万円
○地域産業人材育成指導事業	 50	万円
○商業活性化人材育成事業	 100	万円
○小規模事業者等事業資金利子補給	 780	万円
○創業者支援利子補給	 20	万円

いきいきとした福祉社会の形成
○高齢者給付金	 681	万円
○高齢者の自立支援事業費	 884	万円
○障害者地域生活支援事業	 1710	万円
○地域活動支援センター事業	 696	万円
○障害児者補装具給付	 350	万円
○自立支援給付費	 3億6745	万円
○社会福祉・地域福祉事業	 4368	万円
○後期高齢者医療給付費負担金	 1億1411	万円
○介護支援事業費	 1698	万円

安定した暮らしの確保
○保養施設助成事業	 300	万円
○ひとり親家庭福祉の充実	 1987	万円
○国民健康保険特別会計への繰出金	 1億1183	万円
○後期高齢者医療特別会計への繰出金	 2698	万円
○介護保険特別会計への繰出金	 1億3477	万円
○介護サービス特別会計への繰出金	 2452	万円

持続する都市近郊型農業の展開
○農道等・用水路整備関係	 211	万円
○農地中間管理機構借受農地整備事業	 150	万円
○遊休農地等利用促進助成事業	 28	万円
○農業振興地域農地保全助成金	 432	万円
○ブランド米試作補助	 55	万円

可能性を高める雇用・起業の支援
○峡中広域シルバー人材センター負担金	 251	万円
○働く婦人の家運営費	 32	万円
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快適で住み心地のよい
まちづくり

豊かな心と文化を育む
まちづくり

参画と交流の
まちづくり

住民主役のまちづくりの推進
○無料法律相談	 24	万円
○議会広報・広報しょうわ作成	 1193	万円
○男女共同参画関係	 84	万円
○地域力活性化交付金	 2828	万円

計画的な土地利用と美しい街並み
づくり
　○公園樹木管理委託	 2975	万円
　○緑化を推進する生け垣づくり補助	 75	万円
　○土地区画整理事業費	 540	万円
　○町道植樹・緑地帯等管理委託	 1697	万円
　○花の植栽業務委託	 204	万円
　○雑草処理委託	 256	万円

環境保全対策の充実
　○一般家庭から出るごみや粗大ごみ等の収集
　　処理委託関係	 7600	万円
　○ごみ減量化商品購入補助	 43	万円
　○ごみ収集袋・リサイクルカレンダー作成	 111	万円
　○ごみ・し尿処理等中巨摩広域事務組合への
　　負担金	 1億6927	万円
　○太陽光発電システム設置費補助	 206	万円
　○環境保全推進対策事業	 37	万円
　○地下水・河川の水質検査関係	 120	万円
　○動物管理事業	 236	万円
　○下水道事業特別会計への繰出金	

4億9600万円   

利便性の高い道路・交通体系の確立
　○町道30号線道路改良事業	 2000	万円
　○道路新設・補修関係	 3262	万円
　○橋りょう維持・補修関係	 601	万円
　○赤字路線バス補助等	 350	万円　

生涯学習社会の創造
　○文化協会運営補助	 176	万円
　○公民館活動各種講座	 173	万円
　○図書館図書資料等購入費	 796	万円

地域の文化とスポーツの振興
　○ホタル愛護活動	 6	万円
　○文化財保護費	 1434	万円
　○町体育協会補助金	 352	万円
　○みんなのスポーツ推進協議会補助	 90	万円
　○温水プール運営費	 7759	万円
　○総合体育館運営費	 1691	万円

子どもたちへの教育の充実
　○防犯対策事業	 26	万円
　○私立幼稚園への就園奨励費	 1318	万円
　○小中学校町単補助教員雇用（臨時職員）	

2337万円
　○小中学校補助教員雇用（特別支援）	 3895	万円
　○小中学校英語指導（外国人講師）	 1896	万円
　○学校給食費助成金	 330	万円
　○学校給食センター増築・改修工事改修工事
　　管理業務委託	 639	万円
　○学校給食センター増築・改修工事費	

3億2607万円
　○青少年海外派遣事業補助金	 396	万円
　○青少年対策関係	 577	万円

安心して暮らせる
まちづくり

安全な暮らしの確保
　○交通安全対策工事関係	 450	万円
　○各区防犯灯設置等補助金	 63	万円
　○安全・安心のまちづくり関係経費	 6	万円
　○常備消防（甲府地区広域行政事務組合）負担金	

2億5584万円
　○消防団員自動車運転資格取得費補助金	

9万円
　○非常備消防経費	 1788	万円

　○救急医療センター運営・小児救急医療推進
　　事業費等負担金	 976	万円
　○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）借上	 91	万円

災害に強いまちづくりの推進
　○河川の改良・改修関係	 1132	万円
　○避難所防災備蓄	 654	万円
　○消火栓設置・維持管理	 350	万円
　○自主防災会施設等整備費補助金	 160	万円
　○防災士資格取得促進助成	 8	万円
　○木造住宅耐震シェルター設置補助金	 42	万円
　○木造住宅耐震化事業補助金	 325	万円
　○アスベスト飛散防止対策事業補助金	 400	万円
　○木造住宅耐震改修設計事業補助金	 60	万円
　○緊急輸送道路閉塞建築物耐震改修事業補助金
	 724	万円
　○ブロック塀等撤去改修改善補助金	 300	万円
　○木造住宅耐震化ブロック塀等改修補助金
	 150	万円

健全な社会環境の維持
　○消費者行政活性化事業	 27	万円

ふれあいのある地域づくりの推進
○国際交流を進める会補助金	 14	万円
○「ふれあい祭り」等を主催するふるさとづくり
　推進委員会補助金	 2000	万円
○各区公会堂建設費等補助金	 3480	万円

自律的で活力ある行政の確立
○情報化推進費	 4405	万円
○各種職員研修負担金	 42	万円
○押原公園指定管理委託	 2165	万円
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【
清
水
新
居
】

○
区

長　

藤
原　

勇
一

　

区
長
代
理　

原
田　
　

健

　

　

　

藤
巻　

鉄
雄

　

　

　

長
田　

善
隆

　

土
木
委
員　

石
原　

隆
浩

　
環
境
保
健
委
員　

小
宮　

和
雄

【
西
条
新
田
】

　

区

長　

山
村　

正
之
＊

　

区
長
代
理　

佐
野　
　

勉
＊

　

　

　

森
澤　

和
仁
＊

　

土
木
委
員　

池
川　

芳
明
＊

　
環
境
保
健
委
員　

宮
澤　

史
晃
＊

【
押
　
　
越
】

　

区

長　

石
原　

保
夫
＊

　

区
長
代
理　

天
野　

静
忠
＊

　

　

　

伊
藤　

順
二
＊

　

　

　

有
賀　
　

隆
＊

　

土
木
委
員　

渡
邉　

勇
二
＊

　
環
境
保
健
委
員　

海
野　

英
和
＊

【
河
東
中
島
】

　

区

長　

塚
田　

栄
雄
＊

　

区
長
代
理　

志
村　

邦
彦
＊

　

　

　

山
口　

善
彦
＊

　

土
木
委
員　

鷹
野　
　

弘
＊

　
環
境
保
健
委
員　

大
輪　

三
郎
＊

【
紙
漉
阿
原
】

　

区

長　

泉　
　

敏
弘
＊

　

区
長
代
理　

河
田　

幹
雄
＊

　

　

　

野
澤　

幸
仁
＊

　

　

　

深
沢　

政
幸
＊

　

土
木
委
員　

角
田　

幸
勝
＊

　
環
境
保
健
委
員　

吉
岡　

正
人
＊

【
築
地
新
居
】

◎
区

長　

磯
部　

光
美

　

区
長
代
理　

河
西　
　

実

　

　

　

中
込　

保
德

　

土
木
委
員　

磯
部　

一
成

　
環
境
保
健
委
員　

田
中　

要
一

【
飯
　
　
喰
】

　

区

長　

髙
野　

和
秀

　

区
長
代
理　

今
澤　

邦
仁

　

　

　

山
本　

和
眞

　

土
木
委
員　

名
執　
　

陽

　
環
境
保
健
委
員　

今
村　
　

仁

【
河
　
　
西
】

　

区

長　

秋
山　

正
巳
＊

　

区
長
代
理　

秋
山　

一
也

　

　

　

髙
橋　

豊
彦
＊

　

　

　

薬
袋　

隆
司
＊

　

　

　

五
味　
　

巧
＊

　

土
木
委
員　

油
川　

竜
也
＊

　
環
境
保
健
委
員　

石
原　

輝
彦
＊

【
上  

河  

東
】

○
区

長　

中
澤　

辰
秋
＊

　

区
長
代
理　

塚
原　
　

誠

　

　

　

細
田　
　

健
＊

　

土
木
委
員　

塚
原　

将
文
＊

　
環
境
保
健
委
員　

保
坂　

和
広
＊

【
上
河
東
二
区
】

　

区

長　

河
西　

芳
彦

　

区
長
代
理　

小
林　

博
之

　

　

　

廣
瀬
は
る
み

　

土
木
委
員　

萩
原　

純
一

　
環
境
保
健
委
員　

保
坂　

良
宣
＊

【
西
条
一
区
】

　

区

長　

曽
根　

孝
順

　

区
長
代
理　

山
口　

憲
彦

　
　

　
　

伊
藤　

公
俊

　
　

　
　

長
田　
　

茂

　

土
木
委
員　

望
月　
　

剛

　
環
境
保
健
委
員　

内
山　

春
次

【
西
条
二
区
】

　

区

長　

井
口　

芳
明
＊

　

区
長
代
理　

井
口　

俊
弘
＊

　
　

　
　

藤
森　

安
男
＊

　

　

　

塩
澤　
　

寛
＊

　

　

　

深
沢　

隆
紀
＊

　

土
木
委
員　

深
澤　
　

誠
＊

　
環
境
保
健
委
員　

三
橋　
　

博
＊

上河東二区・上 河 東・河　　西・飯　　喰・築地新居・紙漉阿原
　河東中島・押　　越・西条新田・清水新居・西条二区・西条一区

　

令
和
元
年
度
の
地
区
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
区
役
員
は
、
地
区

の
皆
さ
ん
の
互
選
や
推
薦
な
ど
で
選
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
区
の

行
事
の
主
催
、
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、
区
か
ら
町
へ
の
要
望
な
ど
、 

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
区
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
区
の
様
々
な
役
職
の
う
ち
、
町
か
ら
委
嘱
の
あ
る
４
役
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
町
民
の
立
場
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
つ
な
い

で
い
た
だ
く
地
区
役
員
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
12
地
区
の
役
員
紹
介

敬
称
略　
◎
印　
区
長
会
長

○
印　
副
会
長　

＊
印　
新
役
員　

　

４
月
１
日
か
ら
町
内
各
学
校
に

着
任
し
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
・（　
）
内
は
前
任
校
な
ど

　

４
月
１
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２

月
で
退
任
さ
れ
た
志
村
前
副
町
長
に
代
わ
り
、
昭
和
町
議
会
３
月
定
例
会

で
新
た
に
副
町
長
に
渥あ

つ
み美

幸ゆ
き
ひ
さ久

氏
（
河
西
区
）
が
承
認
さ
れ
、
登
用
さ
れ

ま
し
た
。
渥
美
氏
は
、
役
場
職
員
と
し
て
、
税
務
課
長
・
企
画
財
政
課
長
・

総
務
課
長
等
を
歴
任
し
、
本
町
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
佐
野
前
教
育
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
任
に
伴

い
、
新
た
に
太お

お
た田

充み
つ
る

氏
（
清
水
新
居
区
）
が
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

太
田
氏
は
、
押
原
小
学
校
長
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

等
を
歴
任
し
、
幅
広
く
教
育
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
た
な
職
員
配
置
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

役
場
へ
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
等
、
お
気
軽
に
職
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
職
員
の
人
事
異
動

特
別
職

副町長
　　渥美　幸久

教育長
　　太田　充

【
課　
長
】

　
収
納
課

　
　
神
澤　
卓
見
（
収

納

課
）

　
都
市
整
備
課

　
　
三
井　
浩
樹
（
総

務

課
）

【
係　
長
】

　
い
き
い
き
健
康
課　
介
護
保
険
係

　
　
神
澤　
幸
子
（
町
民
窓
口
課
）

　
収
納
課　
徴
収
係
兼
管
理
係

　
　
河
田　
浩
和
（
税

務

課
）

　
福
祉
課　
長
寿
社
会
係

　
　
清
水　
敬
佑
（
福

祉

課
）

学
校
教
育
課　
主
管
・
指
導
主
事

　
　
古
屋　
正
樹
（
学
校
教
育
課
）

【
課　
長
】

　
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　
深
川　
和
彦
（
収

納

課
）

　
総
務
課

　
　
篠
原　
正
浩
（
企
画
財
政
課
）

　
企
画
財
政
課

　
　
秋
山　
　
隆
（
都
市
整
備
課
）

【
係　
長
】

　
総
務
課　
総
務
係

　
　
阿
部　
裕
一
（
都
市
整
備
課
）

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
大
森　
保
夫
（
い
き
い
き
健
康
課
）

　
生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

　
　
小
澤　
直
生
（
企
画
財
政
課
）

　
都
市
整
備
課　
公
園
管
理
係
兼
区
画
整
理
係

　
　
今
村　
秀
紀
（
生
涯
学
習
課
）

【
副
主
幹
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
塩
谷　
真
紀
（
福

祉

課
）

【
主　
査
】

　
建
設
課　
管
理
係

　
　
田
中　
武
彦
（
福

祉

課
）

　
税
務
課　
住
民
税
係

　
　
中
込　
裕
二
（
福

祉

課
）

　
福
祉
課　
児
童
家
庭
係

　
　
深
澤　
英
仁
（
環
境
経
済
課
）

【
主　
任
】

　
環
境
経
済
課　
環
境
衛
生
係

　
　
加
賀
美
綾
乃
（
総

務

課
）

　
建
設
課　
管
理
係

　
　
笹
本　
龍
介
（　
　
　
　
　
）

　
町
民
窓
口
課　
国
保
年
金
係

　
　
磯
部　
千
鶴
（
町
民
窓
口
課
）

　
収
納
課　
徴
収
係
兼
管
理
係

　
　
上
田　
翔
太
（
都
市
整
備
課
）

　
企
画
財
政
課　
危
機
管
理
係

　
　
石
原　
早
希
（
町
民
窓
口
課
）

　
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所

　
　
志
村　
　
優
（
収

納

課
）

　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係

　
　
長
谷
川
直
樹
（
収

納

課
）

【
主　
事
】

　
議
会
事
務
局

　
　
花
形　
裕
紀
（
町
民
窓
口
課
）

　
町
民
窓
口
課　
国
保
年
金
係

　
　
石
黒　
　
圭
（　
　
　
　
　
）

　
町
立
図
書
館

　
　
藤
原　
麻
衣
（
町
民
窓
口
課
）

　
環
境
経
済
課　
農
政
振
興
係

　
　
井
上　
雄
貴
（
福

祉

課
）

　
町
民
窓
口
課　
国
保
年
金
係

　
　
萩
元　
勝
博
（
生
涯
学
習
課
）

　
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

　
　
小
澤　
友
陽
（
議
会
事
務
局
）

　
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
澤　
幸
広

　
総
務
課
長　
　
　
　
渥
美　
幸
久

　
主
事
補　
　
　
　
　
伊
藤　
　
瞳

【
一
般
行
政
職　
主
事
補
】

　
税

務

課　
　
角
野　
翔
一

　
い
き
い
き
健
康
課　
　
中
村　
亮
介

　
生
涯
学
習
課　
　
深
澤　
秀
友

　
福

祉

課　
　
田
島　
果
歩

昇

任

配
置
換
え

山
梨
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

退

職

（
３
月
31
日
付
）

昇

格

甲
府
市
長
直
轄
組
織

危
機
管
理
室
防
災
企
画
課

※
４
月
１
日
付
発
令

　
（　
）
内
は
旧
任

昇

任

配
置
換
え

【
課　
長
】

　
町
民
窓
口
課

　
　
今
村　
圭
一
（
総

務

課
）

【
係　
長
】

　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係

　
　
河
野　
　
正
（
下
水
道
課
）

【
係　
長
】

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

　
　
野
中　
由
美
（
福

祉

課
）

　
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

　
　
今
村　
敦
美
（
町
民
窓
口
課
）

　
総
務
課　
政
策
秘
書
係

　
　
内
藤　
寛
文
（
都
市
整
備
課
）

【
主　
事
】

　
下
水
道
課　
管
理
係

　
　
金
丸　
直
樹
（
建

設

課
）

よろしく
お願いします！

採

用

※
（　
）
内

　
　

 

は
旧
任

【
押
原
中
学
校
】

　
校　
長　
小
林　
達
也（
増
穂
中
）

　
教　
頭　
五
味　
宏
康（
春
日
居
中
）

　
教　
頭　
今
津　
義
弘（
櫛
形
中
）

　
教　
諭　
坂
本　
一
聡（
櫛
形
中
）

　
　
　
　
　
雨
宮　
　
実（
双
葉
中
）

　
　
　
　
　
神
宮
寺
透
友（
敷
島
中
）

　
　
　
　
　
横
山　
　
智（
東
桂
中
）

　
　
　
　
　
清
水　
浩
平（
韮
崎
西
中
）

　
　
　
　
　
丹
澤
ゆ
み
子（
玉
穂
中
）

　
　
　
　
　
今
井
美
恵
子（
田
富
中
）

　
　
　
　
　
米
木　
義
旺（
甲
西
中
）

　
　
　
　
　
荒
川　
　
椋（
秦
野
西
中
）

　
講　
師　
磯
野
恵
美
子（
玉
穂
中
）

【
押
原
小
学
校
】

　
教　
頭　
小
池　
孝
二（
県
義
務
教
育
課
）

　
教　
諭　
齊
藤
美
津
子（
三
村
小
）

　
　
　
　
　
深
澤　
和
子（
常
永
小
）

　
　
　
　
　
中
込　
敦
子（
田
富
小
）

　
　
　
　
　
渡
邉　
好
江（
明
見
小
）

　
　
　
　
　
三
枝
英
太
郎（
塩
山
南
小
）

　
町
単
教
員　
斎
藤
英
里
香（
櫛
形
北
小
）

　
用
務
員　
小
林
真
佐
樹

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ァ
ネ
ッ
ク

【
西
条
小
学
校
】

　
校　
長　
一
瀬　
孝
仁（
新
紺
屋
小
）

　
教　
諭　
福
田　
圭
志（
谷
村
第
二
小
）

　
教　
諭　
杉
本　
里
美（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
山
本　
　
諭（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
横
小
路　
聡（
常
永
小
）

　
養
教
教
諭　
上
田　
知
実（
谷
村
第
一
小
）

　
事
務
主
任　
渡
邊　
新
野（
御
勅
使
中
）

　
講　
師　
戸
澤　
秀
美

　
　
　
　
　
北
川　
元
子

　
町
単
教
員　
岩
澤　
悠
平

　
町
単
司
書　
功
刀　
浩
子

　
教
育
指
導
員　
中
嶋　
民
子

【
常
永
小
学
校
】

　
校　
長　
守
木　
　
貴（
双
葉
東
小
）

　
主
幹
教
諭　
大
間　
俊
男（
押
原
小
）

　
教　
諭　
生
山　
裕
子（
田
富
小
）

　
　
　
　
　
大
辻　
眞
弓（
竜
王
南
小
）

　
　
　
　
　
小
林　
恵
子（
竜
王
南
小
）

　
　
　
　
　
望
月
絵
里
衣（
明
見
小
）

　
　
　
　
　
松
永　
英
真（
石
和
南
小
）

　
　
　
　
　
山
本　
春
花（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
秋
山　
光
章（
竜
王
東
小
）

　
　
　
　
　
金
丸　
恭
生（
押
原
中
）

　
栄
養
教
諭　
池
田
眞
佐
子（
湖
南
中
）

　
町
単
教
員　
石
井　
美
保

　
講　
師　
雨
宮
か
よ
子

　
用
務
員　
金
野　
昭
弘

着
任
先
生
紹
介

平
成
30
年
度
人
事
異
動

平
成
30
年
８
月
１
日
付
発
令
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問い合わせ　甲府地区消防本部 指令課　（☎︎０５５- ２２２- １１９０）

押原公園  施設使用料
追加・改定のお知らせ

押原公園は、昨年度人工芝の張替え工事を行い、フットサルコー
ト 4面が使用可能となりましたので、新たに 1/4 面（フットサル）
の使用料を追加します。また、平日日中の利用者増進を図るため、
シルバー料金（65歳以上）を設定しました。その他、夜間照明
もＬＥＤ照明へ変更しましたので、全面点灯、半面点灯の夜間照
明使用料の改定をします。いずれも 4月使用分からとなります。
受益者負担による適切な維持管理のため、ご理解とご協力をお願
いします。

● 押原公園人工芝グラウンド
　（1/4面フットサル使用）
町内者 1/4 面 1時間 800円
町外者 1/4 面 1時間 2000円
アマチュア以外 1/4 面 1時間 2400円

● シルバー料金（65歳以上）
　（ 【平日】 午前９時から午後３時、1日：6時間、半日：3時間 ）

町内者 全面 1時間 /1200 円 半日 /3600 円 1日/　7200 円
半面  1 時間 /　600 円 半日 /1800 円 1日/　3600 円

町外者 全面 1時間 /3000 円 半日 /9000 円 1日/1万 8000円
半面 1時間 /1500 円 半日 /4500 円 1日/　9000 円

● 夜間照明
全面点灯 1時間 800円 ➡ 1000円
半面全灯 1時間 400円 ➡ 500円

問い合わせ　都市整備課　公園管理係（☎︎ 275-8413）
※施設の予約等については、押原公園管理棟（☎ 267-9001）まで

追加

改定

英 語:
Call 119 (Fire / Medical Emergency) in case of emergency
中国語: 
消防（火灾/急救）热线119
韓国語: 

スペイン語 : 
119, línea directa del Departamento de 
Bomberos
ポルトガル語: 
119, linha direta do Corpo de Bombeiros

①１１９番通報を受信
②日本語での対応が困難な場合、
　電話をコールセンターに転送。
③３者間通話開始

三者間通話・Ｔｈｒｅｅ-ｗａｙ ｃａｌｌ・Ｃｈａｍａｄａ em 3 vias
三方通话 ・ 3자간통화 ・ Llamada em 3 vías

甲府地区広域行政事務組合消防本部より

１１９番通報時等における多言語通訳について
甲府地区消防本部では甲府市・甲斐市（旧竜王町・旧敷島町）・中央市・昭和町を訪れる外国人観光客や
留学生、労働者など日本語によるコミュニケーションが困難な方からの１１９番通報や災害現場での対応
を円滑に行うため、三者間同時通訳サービスを用いた５ヵ国語の対応を行っています。

Multilingual interpretation services for emergency call 119 
Kofu district fire department head office offers three-way simultaneous interpretation services in 5 languages. The services 
are available in Kofu city, Kai city (former Ryuo town and Shikishima town), Chuo city and Showa town to support foreign 
tourists, exchange students, foreign workers etc. in case of emergency and disasters.

关于１１９号电话报告的时多语言翻译
甲府地区消防本部提供，对于访问甲府市・甲斐市（旧竜王町・旧敷島町）・中央市・昭和町的，外国人游客・ 留学生・劳动者，
119电话报告时五种语言三方通话。

  
 												          
	

Sobre intérpretes multilingües en llamadas al número 119
El Departamento de Bomberos de la región de Kofu tiene un servicio de traducción de forma simultánea triple, en 5 idiomas, 
para servir satisfactoriamente a turistas, estudiantes extranjeros y los trabajadores que buscan la ciudad de Kōfu, Kai-shi 
(antíguo Ryuou y Shikishima) Chuo shi y Showa-cho que llaman al número 119, línea directa del Departamento de Bomberos 
para notificación o en caso de accidentes.

Sobre intérpretes multilingue nas chamadas ao numero 119 
O Corpo de Bombeiros da Região de Kofu conta com um serviço de tradução simultanea tripla em 5 idiomas, para atender 
de forma satisfatoria aos turistas, estudantes estrangeiros e trabalhadores que procuram a Cidade de Kofu, Kai-shi (antigo 
Ryuou e Shikishima), Chuo-shi e Showa-cho e que ligam para o no. 119, linha direta do Corpo de Bombeiros para notificação 
ou em caso de acidentes.

英 語

中国語

韓国語

ポルトガル語

スペイン語

　

町
内
在
住
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に「
生
き
が
い
バ
ス
」と「
社
会
見
学
バ
ス
」を
実

施
し
ま
す
。日
程
等
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
　
程

　
６
月
13
日（
木
）・
14
日（
金
）１
泊
２
日

行　
き　
先　
栃
木
県　
日
光
方
面

対　
　
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定　
　
員　
１
２
０
名（
先
着
順
）

負　
担　
金　
１
万
５
０
０
０
円

受
付
期
間　
５
月
７
日（
火
）～
15
日（
水
）

申
し
込
み

①
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

　
負
担
金
を
添
え「
各
地
区
の
い
き
が
い

ク
ラ
ブ
会
長
」ま
で

②
会
員
以
外
の
方

　
負
担
金
を
添
え「
福
祉
課 

長
寿
社
会
係
」

日　
　
程　
５
月
12
日（
日
）・
13
日（
月
）

	

１
泊
２
日

行　
き　
先　
静
岡
県　
伊
豆
方
面

対　
　
象　
町
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る

方
お
よ
び
そ
の
家
族

定　
　
員　
30
名（
先
着
順
）

負　
担　
金　
１
万
５
０
０
０
円

締　
切　
り　
５
月
７
日（
火
）

申
し
込
み　
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

ま
で

　

今
年
も
、昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

海
外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も
と

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、現
地
な
ら
で
は
の
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

派　
遣　
先	

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

対　
　
象	

中
学
生
以
上
の
町
内
在
住
の
方
ま
た
は
修
学
の
た
め
町
外
に
在
住
し
て
い
る

方
な
ど（
町
税
等
に
未
納
の
あ
る
方
の
世
帯
を
除
く
）

派
遣
期
間	

８
月
９
日（
金
）〜
19
日（
月
） 

全
11
日
間

募
集
定
員	

20
名　
（
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

	

　
　
　
　

ま
た
参
加
者
が
10
名
に
満
た
な
い
と
き
は
中
止
）

派
遣
内
容	

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、現
地
で
の
英
語
学
習
・
生
徒
と
の
交
流
、校
外
学
習
、

シ
ド
ニ
ー
市
内
見
学
な
ど

派
遣
費
用	

33
万
円
程
度（
町
と
個
人
で
各
半
額
ず
つ
負
担
）

	

　
　
　
※
別
途
、空
港
使
用
料
な
ど
約
３
万
円
程
度
の
個
人
負
担
あ
り

締
め
切
り	

５
月
31
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課（
☎
2
7
5
‐
8
6
4
1
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

生
き
が
い
バ
ス

社
会
見
学
バ
ス

募
集
内
容

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課（
☎
2
7
5
‐
8
７
８
４
）

生
き
が
い
バ
ス
・社会

見
学
バ
ス
募
集
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昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式

　

４
月
１
日
（
月
）、
平
成
31
年
度
昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
が
、

総
合
会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消
防
団
の
担
い
手
と
な
っ
た

新
入
団
員
が
、
今
年
も
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

共
助
の
要
と
し
て
、
昭
和
町
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防

団
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
消
防
団
で
は
一
緒
に
活

動
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、
消
防
団
に
関
す
る
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課
ま
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
行
政
係
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

▶ 

退
団
者
を
代
表
し
て
前
第
８
部

部
長
の
中
澤 

浩
児
さ
ん
が
挨
拶
し
、

12
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
へ
の

熱
い
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た

新

入

団

者

第
２
部　

望
月　

秀
一
（
西
条
二
区
）

第
２
部　

上
田　

恭
司
（
西
条
二
区
）

第
２
部　

井
口　

翔
太
（
西
条
二
区
）

第
４
部　

長
田　

忠
拓
（
西
条
新
田
）

第
７
部　

小
幡　

健
人
（
紙
漉
阿
原
）

第
８
部　

福
田　

圭
志
（
築
地
新
居
）

第
９
部　

今
澤　

雄
希
（
飯

喰
）

第
11
部　

中
村　

友
哉
（
上
河
東
）

所
属
順
、（　
）
内
は
地
区

退

団

者

前
第
８
部
部
長 

　

中
澤　

浩
児
（
12
年
・
築
地
新
居
）

元
第
２
部
部
長 

　

望
月　

大
志
（
11
年
・
西
条
二
区
）

元
第
４
部
部
長 

　

深
澤　

英
仁
（
11
年
・
西
条
新
田
）

元
第
２
部
部
長 

　

脇　
　

久　
（
10
年
・
西
条
二
区
）

元
第
７
部
部
長 

　

小
宮
山
達
矢
（
10
年
・
紙
漉
阿
原
）

前
第
９
部
部
長 

　

横
山　

和
也
（
８
年
・
飯

喰
）

前
第
11
部
部
長 

　

田
中　

靖
紀
（
８
年
・
上
河
東
）

前
第
２
部
団
員

　

依
田　

洋
輔
（
２
年
・
西
条
二
区
）

団
歴
順

（　
）
内
は
団
歴
及
び
地
区

▶町長と語らいのとき
　日時：5月8日（水）	

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：5月10日（金）	

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室
（企画財政課 ☎275-8154）

▶行政相談（※）
　日時：5月15日（水）	

午後1時～３時
　場所：中央公民館2階 会議室
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：5月8日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：5月11日（土）、25日（土）	

午後1時30～4時	
5月15日（水）	
午後６時～８時

　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶穂のか出張相談（※）
　日時：5月10日（金）・24日（金）	

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：5月20日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

平成30年度住民基本台帳の閲覧状況
　住民基本台帳法第 11 条第 3 項及び第 11 条の 2 第 12 項の規定
に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を公表します。

申し出者の氏名
（法人の場合は、その名称及び
代表者または管理人氏名）

利用目的概要 閲覧年月日 閲覧に係る
住民の範囲

１ （株）日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木 稲博

「家計の金融行動に関する
世論調査」対象者抽出の為

平成３０年
４月１１日

河東中島
　１６件

２ （株）日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木 稲博

「6 月全国個人視聴率調
査」対象者抽出の為

平成３０年
４月１１日

押　　越
　１２件

３ 山梨県南甲府警察署
　警視　荒居　敏也 捜査の為 平成３０年

４月２６日
西　　条
　１件

4 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

「国民生活に関する郵送世
論調査」対象者抽出の為

平成３０年
５月２４日

紙漉阿原
　１０件

5 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

「第 11 回メディアに関する全
国世論調査」対象者抽出の為

平成３０年
６月２１日

河　　西
　16 件

6 （株）日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木 稲博

「生活意識に関するアンケート調
査」（第 76 回）対象者抽出の為

平成３０年
８月２３日

河東中島、
上河東 １５件

7 山梨県青少年総合対策本部長
　山梨県知事　後藤　斎

「子ども・若者の意識と行動に
関する調査」対象者抽出の為

平成３０年
８月２８日

町内全域
　４６件

8 山梨県中北保健福祉事務所
　所長　渡辺　武

「平成 30 年国民健康・栄
養調査」対象者抽出の為

平成３０年
９月１２日

紙漉阿原
　４４件

9 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

「外交に関する世論調査（附帯調査・
北方領土問題）」対象者抽出の為

平成３０年
１０月９日

河　　西
　1１件

10 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

「老後の生活設計と公的年金に関
する世論調査」対象者抽出の為

平成３０年
１０月１８日

上 河 東
　１１件

11 山梨県総合政策部広聴広報課
課長　大久保　雅直

県政モニター候補者抽出
の為

平成３０年
１１月６日

町内全域
　３３件

12 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

「テレビ視聴に関する調
査」対象者抽出の為

平成３０年
１１月８日

西条新田
　１４件

13 一般社団法人　新情報セン
ター　事務局長　平谷　伸次

「生活意識に関する調査」
対象者抽出の為

平成３０年
１２月１９日

西　　条
　１４件

14 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

「働き方とライフスタイルの変化に関
する全国調査 2019」対象者抽出の為

平成３０年
１２月２６日

西条新田、
西条 ２０件

15 （株）日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木 稲博

「家計の金融行動に関する世
論調査」の対象者抽出の為

平成３１年
３月１８日

清水新居
　１６件

問い合わせ　町民窓口課　町民係（☎275‐8264）

勤
続
章
・
精せ

い
せ
き
し
ょ
う

績
章

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
率
先
垂
範
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
昭
和
町
消
防
団

団
長
の
今
村 

力 

氏
（
河
西
区
）

が
「
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
」
の
「
勤
続
章
」
を
、
本

部
指
導
部
長
の
立
川 

直
康 

氏

（
西
条
二
区
）
が
「
精せ

い
せ
き
し
ょ
う

績
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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スキー競技（大回転）で優勝！
　 山 梨 県 体 育
祭 り ス キ ー 競
技（大回転）が、 
３ 月17日（ 日 ）
にサンメドウズ
清里スキー場で
行われました。
　3月半ばにも

かかわらず非常に寒く、吹雪のような天候のなか開催されま
したが、昭和町からは10人が出場し「町村の部」で男女とも 
見事に優勝しました。

　皆さんは、押原公園の
南側に３本の桜の木があ
ることにお気づきでしょ
うか？これらの桜の木は

「押原公園サポーターの
会」が、環境美化・保全に
貢献されたとして、「町
環境美化功労者表彰（平

成24年）」「やまなし環境財団表彰（平成26年）」「『みどりの
愛護』功労者国土交通大臣表彰（平成28年）」を受賞した記念
に植樹されたもので、この春初めて花を咲かせました。
　押原公園サポーターの会は、平成22年４月の発足以来、早朝
から公園内のごみ拾いや公園の外周道路
の除草、落葉拾いなどの清掃活動を行うと
ともに、公園を利用する方への挨拶などの
声掛けや公園内のパトロールなどを続け
ています。私たちの住むこの町を大切に思
う気持ちが、この桜の木を通して公園を訪
れた方々に伝わることを願っています。

記念樹の桜が咲きました…

　３月29日（金）、平成30年度に還暦を迎えた昭和49年 
押原中学校卒業生の有志の皆さまから、「昭和町のために
有意義にお使いください」と金10万円の寄付をいただきま
した。善意ありがとうございました。

善意ありがとうございます

　3 月 26 日（ 火 ）、 風 土 伝
承館杉浦醫院の庭園にある池
で、今年で 32 回目となる源
氏ホタルの幼虫の放流式が行
われました。昭和町源氏ホタ
ル愛護会の皆さんや NPO 法
人楽

ら く
空の皆さんの協力のもと、

常永こども園の園児の皆さんや町関係者らが参
加しました。
　放流前、紙コップの中を興味津々にのぞきこみ、 
ホタルの幼虫を初めて見た園児たちからは驚きの声があがり、とても良い機会となったようです。
　成虫となったホタルが見られる５月下旬頃には、きっとみんなの前で元気な姿を見せてくれるはずです。

大きくなったら会えるかな？

▲	源氏ホタルの幼虫

　山梨県議会議員一般選挙が４月７日
（日）に実施され、中巨摩郡選挙区の昭和
町では、前町議会議員である鷹野 一雄 氏

（58歳）が初当選しました。
　４月９日（火）に山梨県庁において当選
証書付与式が行われました。任期は、平成
31年４月30日から４年間です。
　町の代表として私たちの声を県政に届
け、活かしてくれることが期待されます。

県議会へ町の代表を！

▲	山梨県選挙管理委員会より当選証書を受け取る
鷹野 一雄 氏

鷹
た か の

野 一
か ず お

雄 氏
（河東中島区）

ふるさとの魅力を発見！
　３月25日（月）、
昭和町商工会青年
部 の 皆 さ ん に よ
る、地域の子ども
たちが町内の会員
事業所を巡る「お
仕事探検わくわく

ウォーキング」が開催されました。
　この事業は、ふるさとの魅力を発見してもらおうと企画
され、今年で２回目となるそうです。今回は、常永小学校の
４・５年生の15名の児童が事業所を訪れました。
　私たちの町にはどのようなお店
があって、そこで働いている人が
どのような仕事をしているのかを
実際に見たり、聞いたり、体験する
ことで、参加した子どもたちにと
ってとても貴重な体験となりまし
た。

　３月９日（土）中
央市玉穂総合会館
に て、中 央 市・ 昭
和町自立支援協議
会事業所部会主催
による、障がい福
祉サービス事業所

説明会を開催しました。昨年と同様の形式で、第１部では昭
和町、中央市内にある児童の事業所５ヶ所と成人の事業所
11所の計16事業所より全体説明会をおこない、第２部では
各ブースに分かれて個別に詳しく説明をおこないました。
中央市、昭和町を中心に44名の方にご参加いただき、多くの
方からとても参考になったとのご意見をいただきました。

障がい福祉サービス事業所説明会

全国制覇！ 昭和体協野球部
　３月16日（土）、草野球の日本一を決める「全国軟式野球大
会 グランドスラム杯」がナゴヤドームで開催され、関東地区代
表として昭和体協野球部が初出場しました。
　チーム全員が一丸となって持ち前の実力を発揮し、接戦と
なった激闘のトーナメント戦を制して、見事に優勝しました。

▲	押原公園サポーターの会の皆さん
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昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.240　 令和元年 5 月号

　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院

　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）　（☎ 275-1400）
教育委員会
関 係 施 設

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

小
学
生
・
中
学
生
は
４
月
８
日
か
ら
、

小
学
校
新
入
生
は
12
日
か
ら
給
食
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー

と
し
て
も
、
よ
り
お
い
し
く
安
全
な

給
食
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

給
食
費
は
、
年
間
1
9
0
日
の
給

食
回
数
と
し
て
、
４
月
か
ら
２
月
の

11
カ
月
で
、
小
学
生
3
8
9
0
円
、

中
学
生
4
4
4
0
円
を
基
本
の
月
額

と
し
て
い
ま
す
。
各
校
、
各
学
年
で

実
施
日
数
に
差
が
あ
り
、
最
後
の
2

月
分
徴
収
の
際
、
年
間
の
給
食
費
を

再
度
算
出
し
、
調
整
し
た
金
額
で
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
納

入
は
原
則
と
し
て
、
口
座
振
替
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
が

ま
だ
の
方
、
口
座
を
変
更
し
た
い
方

は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
振
替
日
は
毎
月
末
日
（
休
日
の

場
合
は
次
の
平
日
に
変
更
）
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
月
末
に
は
口
座

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。そ
の
月
の
振
替
日
に
つ
い
て
は
、

広
報
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ペ
ー
ジ
に
、
毎

月
他
の
税
金
等
と
一
緒
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
町
で
は
子
育
て
支
援
対
策
と

　

昨
年
度
も
町
民
会
議
で
は
、
小
学

校
で
古
く
な
っ
た
横
断
幕
を
新
し
く

作
り
替
え
、
押
原
小
学
校
の
南
側

フ
ェ
ン
ス
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
か
ら
標
語
を
募
集
し
、

選
考
し
た
結
果
か
ら
、
５
年
生
の

望
月
太
陽
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う　

一
人
の
笑
顔
が　

み
ん
な
の
笑
顔
」

を
最
優
秀
作
品
と
し
て
掲
載
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
「
家
庭
の

日
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
押
原
小
４
年
生
の

加
賀
美
花
さ
ん
の
作
品
も
一
緒
に
掲

載
し
ま
し
た
。
お
近
く
を
お
通
り
の

際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
ま
せ

ん
か
。バ
ス
に
て
現
地
を
見
学
し
ま

す
。受
講
料
は
無
料
で
、１
回
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。（
観
覧
料
等
が

か
か
る
場
合
は
自
費
に
な
り
ま
す
）

 

年
間
予
定　

〈
上
期
分（
①
～
⑥
）〉

① 

６
月
10
日（
月
）

　

 

甲
斐
源
氏
の
史
跡

② 

６
月
25
日（
火
）

　

 

谷
村
城
下
町
を
訪
ね
る

③ 

７
月
４
日（
木
）

　

 

富
士
山
噴
火
と
浅
間
神
社

④ 

７
月
17
日（
水
）

　

 

明
治
の
学
校
建
築
と
観
音
信
仰

⑤ 

９
月
12
日（
木
）

　

 

武
田
の
館
と
甲
府
城

⑥ 

９
月
26
日（
木
）

　

 

源
清
光
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

〈
下
期
分（
⑦
～
⑫
）〉

※
９
月
18
日（
水
）申
し
込
み
開
始
予
定

⑦ 

10
月
17
日（
木
）

　
 

戦
国
時
代
の
金
山

⑧ 
10
月
30
日（
水
）

　

 
富
士
川
船
運
と
三
河
岸

給
食
セ
ン
タ
ー

昭
和
町
民
会
議

生
涯
学
習
課

し
て
、
給
食
費
の
一
部
を
補
助
し
近

隣
市
町
よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
義
務
教
育
課
程
の
給
食

が
あ
る
学
校
に
３
人
以
上
通
わ
れ
て

い
る
世
帯
に
も
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
食
材
は
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
て
い
る
「
給

食
費
」
で
購
入
し
て
い
ま
す
。
大
切

な
財
源
で
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
安
全

で
安
心
な
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
提

供
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
努
力
を
続

け
て
お
り
ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒

数
の
増
加
に
伴
い
、
今
年
度
給
食
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
調
理
が
で
き
な
い
工
事
期
間
中
の

給
食
調
理
は
外
部
業
者
に
委
託
し
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
な
給
食
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

押
越
子
ど
も
ク
ラ
ブ
で
は
、
昨
年

度
の
夏
季
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
新
た
な
試
み
と
し
て
地
域
防
災
訓

練
を
兼
ね
た
「
体
育
館
で
親
子
お
泊

ま
り
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
災

拠
点
と
な
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

の
宿
泊
活
動
を
通
じ
て
、
防
災
意
識

の
向
上
と
協
調
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
お
楽
し
み

企
画
と
し
て
、
体
育
館
の
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
ド
ー
ム
型
星

空
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実

施
と
屋
外
で
望

遠
鏡
を
使
っ
た

天
体
観
測
を
行

い
、
月
や
惑
星

な
ど
を
よ
り
近
く
で
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
に
あ

た
り
、
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
地
域
や
各
種
団
体
の
関
係

者
、
役
員
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑨ 

11
月
14
日（
木
）

　

 

江
戸
時
代
の
利
水
事
業

⑩ 

11
月
26
日（
火
）

　

 

甲
州
街
道
Ⅰ（
上
野
原
～
甲
府
）

⑪ 

２
月
27
日（
木
）

　

 

飛
鳥
時
代
の
寺
院
建
築

⑫ 

３
月
10
日（
火
）

　

 

甲
州
街
道
Ⅱ（
甲
府
～
教
来
石
）

※
①
・
④
・
⑤
・
⑦
・
⑧
・
⑪
は

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
②
・
③
・
⑥
・
⑨
・
⑩
・
⑫
は

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

集
合
場
所　
中
央
公
民
館
前 

 

講　
　
師　

	

田
代 

孝 

町
文
化
財　

　
　
　
　

 

審
議
会
会
長

 

定　
　
員　
各
回
20
名（
先
着
順
）

 

申
し
込
み
開
始　

　
［
上
期
分
の
み
］

　

５
月
15
日（
水
）
～

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

一
人
６
講
座
ま
で
、お
申
し
込
み
で

き
ま
す
。昨
年
度
受
講
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、①
③
⑤（
下
期
分
：
⑧
⑩
⑫
）を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

◎
2
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
3
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•	

2
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•	

押
原
中
学
校
進
学
状
況
に
つ
い
て

•	

平
成
30
年
度
末
教
職
員
人
事
異
動
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

•	

平
成
31
年
度
教
育
委
員
会
当
初
予

算
の
町
長
査
定
に
つ
い
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•	

主
な
事
業
報
告
・
事
業
予
定
に
つ

い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

新
年
度
の
会
議
日
程
・
今
後
の

行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

議
事

•	

昭
和
町
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
交
付
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

•	

昭
和
町
就
学
援
助
費
支
給
要
綱

の
改
正
に
つ
い
て

•	

新
年
度
就
学
援
助
費（
新
入
学
準

備
費
）支
給
認
定
に
つ
い
て

•	

就
学
援
助
費
支
給
認
定（
追
加
）

に
つ
い
て

そ
の
他

•		

昭
和
町
小
中
学
校
情
報
機
器
整
備

計
画
に
つ
い
て

•	

昭
和
町
教
育
大
綱（
案
）に
つ
い
て

教
育
委
員
会

啓
発
横
断
幕
を
設
置
し
ま
し
た

●●●

●●●

昭
和
町
の
歴
史
講
座

●●●

●●●

親
子
で
お
泊
ま
り
会

●●●

●●●

活
動
紹
介　
押　
越

●●●
甲
府
昭
和
高
校

　

経
験
は
私
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。進
学
後
は

今
ま
で
以
上
に
友
人
の
輪
を
広
げ
、高

校
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦

し
て
自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い
で
す
。

そ
の
中
で
将
来
、昭
和
町
の
た
め
に
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
で
す
。

　
大
学
進
学
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、

将
来
は
作
業
療
法
士
に
な
り
、人
の
心
に
寄

り
添
っ
て
多
く
の
人
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
、高
校
卒
業

後
も一生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
進
学
後
は
新
し
い
友
人
を
増
や
し
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
人
と
し

て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
こ
で
得
た
知
識
や
技
術
を
活

用
し
、社
会
人
に
な
っ
て
そ
の
力
を
発

揮
し
た
い
で
す
。将
来
は
公
務
員
に
な

り
、地
域
の
活
性
化
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

進
学
後
は
新
し
い
環
境
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自

分
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
四
年
間
に

し
た
い
で
す
。ま
た
、進
路
実
現
の
た

め
に
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感

謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、広
告
関
係
の

仕
事
を
し
た
い
と
い
う
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

古
ふるはた

畑　龍
りゅういち

一  さん

宮
みやがわ

川　実
み さ き

咲 さん

薬
み な い

袋　瑛
え い と

斗 さん

四
よつうじ

氏　晶
あきら

 さん

３
月
１
日
に
本
校
を
卒
業
し
た押

原
中
学
校
出
身
者
を
紹
介
し
ま
す

●●●
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.132

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※5月の粗大ごみの日は27日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

昭
和
町
で
は
、生
ご
み
を
処
理
す
る
道
具
を
購
入
さ
れ
る
方
に
、補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
、機
具
に
対
す
る
補
助
額
は
左
上
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、申
請
は

購
入
前
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
の
手
順
に
つ
き
ま
し
て
は
、左
下
の
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
は
、
皆
さ
ん
の
ご
み
削
減
を
応
援
し
ま
す
！

　
　
　
～ 

ご
み
処
理
機
具
の
購
入
費
補
助
金
制
度
の
ご
案
内 

～

生ゴミ処理容器 
（コンポスト容器）
　コンポスト容器を
土の上に1個設置す
れば、4人家族の台
所の生ゴミ1年分（3
〜4t）を処理する事
ができます。
《購入費の 2分の 1以内》
限度額：4,000 円

家庭用電動生ごみ処理機
　生ゴミの処理が手
軽にできます。分解
方式・乾燥方式など
がありますので、ご
自分のご家庭にあっ
たタイプをお選びく
ださい。
《購入費の 2分の 1以内》
　限度額：30,000 円

ボカシ容器
　ボカシを使って生
ゴミを処理するとき
に 使 用 す る 容 器 で
す。微生物の働きで
発酵分解して良質な
肥料となります。

《購入費の 2分の 1以内》
限度額：1,000 円
※	ボカシとは米ぬか・もみ殻・はちみつ・
EM菌（有効微生物群）を混ぜ合わせ
て乾燥したものです。

①交付申請書の
　提出
②交付決定通知の
　送付

③販売店で購入
④領収書を受領

⑤交付請求書の提出
⑥補助金の交付
　（口座振込）

補助金の申請手続き

① ②

③

⑤

④

⑥

家庭用小型剪定枝粉砕機
　庭木等の剪定枝を
チップ化し、庭の敷材
や堆肥として活用でき
ます。

《購入費の 2分の 1以内》
　限度額：20,000 円

図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575　☎ 275-7860　FAX 275-7870　URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.108

  

『いろいろ　おにあそび』 『かさねちゃんに
　　　　　　きいてみな』

『子どもと一緒に覚えたい
　　　　　　　　道草の名前』

加古 里子/作
福音館書店

有沢 佳映/作
講談社

稲垣 栄洋/監修　加古川 利彦/絵
マイルスタッフ

　みんな1回はあそんだことの
ある、おにごっこ。おにが増える

「タッチおに」や、おにがきめた色
に触っていないとつかまってし
まう「いろおに」。色々なおにあそ
びが紹介されています。知らない
おにあそびがあるか、ぜひ読んで
確かめてみてください。

　登校班長になったことのある
人は誰もが経験した困ったこと
でも、スーパー班長のかさねちゃ
んなら何の心配もないのです。
　いつか僕もかさねちゃんのよ
うなスーパー班長になるぞ！
学校生活のほのぼのとしたお
話です。

　ツクシには“地獄草”という別
名があるとか、四つ葉のクロー
バーは成長過程で踏まれて傷つ
き生まれてくることが多いなど
ということをご存知ですか？
　本書では道端の小さな草花た
ちの生態や活用方法が美しいボ
タニカルアートとともに紹介さ
れています。

◦5月の休館日
	1日（水・祝日）、3〜5日（金
〜日・祝）、6日（月）、13日

（月）、20日（月）、27日	
（月）、31日（金・月末整理日）

イベントのお知らせ ※	原則申し込み不要　

今月のおすすめ本

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみ
ください。
日時　5月11日（土）午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2 歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみくだ
さい。
日時　5月16日（木）午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

　6月1日（土）～ 6月10日（月）までの期間は、蔵書点検
のため休館いたします。長期休館となりご迷惑をおか
けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

蔵書点検の
お知らせ
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新
し
い
年
度
に
な
り
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
は
今
年
度

の
納
付
書
が
お
手
元
に
届
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

今
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料
な
ど

に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
説
明
い
た

し
ま
す
。

	
 

今
年
度（
２
０
１
９
年
４
月
～

２
０
２
０
年
３
月
）の
国
民
年
金

保
険
料
は
い
く
ら
で
す
か
？

	
 

月
額
１
万
６
４
１
０
円
で
す
。

	
 

所
得
が
少
な
い
の
で
国
民
年
金

保
険
料
が
納
付
で
き
な
い
の
で
す

が
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
？　

	
 

所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等

に
よ
り
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い

場
合
に
は
、
ご
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま

た
は
一
部
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
免
除
等
の
年
度

は
７
月
～
翌
年
６
月
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
年
度
の
申
請
は
７
月

に
な
っ
て
か
ら
で
き
ま
す
。
詳
細

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その173国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

今
年
度
国
民
年
金
の

保
険
料
な
ど
に
つ
い
て

は
広
報
２
月
号
・
シ
リ
ー
ズ
そ
の

１
７
０
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

	
 

学
生
で
す
が
、
国
民
年
金
保
険

料
は
必
ず
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
か
？

	
 

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

	

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

	

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
対
象
と
な
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

	
 

去
年
も
学
生
納
付
特
例
制
度
で

猶
予
さ
れ
ま
し
た
が
今
年
も
申
請

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

	
 

平
成
30
年
度
に
お
い
て
学
生
納

付
特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付

を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
今
年
度
も
同
じ
学
校
等
に
在

学
予
定
の
方
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
申
請
書
」
が
４
月
１
日

に
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

	

　

申
請
書
は
ハ
ガ
キ
形
式
に
な
っ

て
お
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ポ

ス
ト
に
投
函
す
る
こ
と
で
、
今
年
度

の
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

　

た
だ
し
、
申
請
時
期
に
よ
っ
て

は
行
き
違
い
で
納
付
書
が
届
く
場

合
が
あ
る
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
学
校
等
に
変
更
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ハ
ガ

キ
で
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
通
常
の
申
請
書
に
在
学

証
明
書
等
を
添
付
し
て
申
請
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

	
 

納
付
し
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
は
後
か
ら
納
付
で
き
ま
す
か
？

	
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
付

期
限
か
ら
２
年
以
内
で
あ
れ
ば

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	

　

ま
た
、
免
除
等
の
申
請
も
平

成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期

間
に
つ
い
て
、
遡
っ
て
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

	

　

な
お
、
過
去
５
年
以
内
に
納

付
し
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
で
き
た
「
後
納
制
度
」

は
平
成
30
年
９
月
30
日
で
終
了

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

●　

●　

●

　

そ
の
他
、
手
続
き
の
こ
と
で
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
町

民
窓
口
課
ま
た
は
竜
王
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q1Q2 A1A2

Q3

Q5

A3

A4

A5

所
得
の
め
や
す

１
１
８
万
円
+

｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

Q4

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒409-3864 昭和町押越 955-1	 ☎ 275-0640  　FAX 268-3737
　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 URL  http://www.showashakyo.or.jp

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 261号

5月の予定 （時間・場所等は、社協までお問い合せください）
5月9日、16日
23日、30日

運動指導事業（健康体操教室）
　　　　　　　　　　  ※事前申し込み制

5月8日(水) ボランティアサロンコーディネーター講習会
（担当　社会福祉協議会） ※事前申し込み制

　２月25日（月）、総合会館において町いきがいクラブ連
合会の会員を対象にいきがい大学が開催されました。
　いきがい大学は、会員の知識や教養の向上を目指すこと
を目的に、様々なジャンルの講義を年に３回開講している
いきがいクラブの事業です。３回目のいきがい
大学は２部構成で行われ、第１部では会員によ
る舞踊やカラオケ・篠笛などの芸能発表と、富
士桜学院の園児の皆さんによる楽器演奏と合唱が披露さ
れました。第２部では今井整形外科医院より川上嘉典先生
をお迎えし「フレイル」について学び、予防策として自宅で
も簡単にできる運動などをご紹介いただきました。
　「見る・聞く・学ぶ・動く」と充実した内容となっており、
参加された会員の皆さんからは満足した様子がうかがえ
ました。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
会
等
を
対
象
に
、『
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
チ
』（
午
前
10
時
～
午
後
１
時
頃
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
が
心
を
込
め
て
温
か
い
ラ
ン

チ
を
調
理
し
て
お
り
、
参
加
者
よ
り
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
回
１
０
０
名
以
上
の
対
象
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
度
も
４
月
開
催
を
含
め
た
年
３
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

季
節
感
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
催
し
も
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
各
地
区
の
社
協
理
事
、
ま
た
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ランチ日程 会場 調理ボランティア団体
7月２３日(火)

夏だ! 祭りだ! ! ふれあいランチ
総
合
会
館

軽
運
動
室

ほたる会・傾聴ボランティア
西条二区クラウズ

12月３日(火)
クリスマスふれあいランチ 昭和町赤十字奉仕団

※	交通手段にお困りの方は、町内を循環している福祉バスやボランティア
人材バンクの送迎サービスがご利用になれますので、町社会福祉協議会
までお問い合わせください。(送迎サービスは条件により、ご利用になれ
ない場合があります )

今年度もふれあいランチを開催します！

ふれあいパーティー参加者募集 第３回いきがい大学が
開催されました　昭和町で結婚相談所を運営しているのをご存知です

か?
　カップル誕生から成婚までの実績もあり相談員が出
逢いの場を随時提供しております。普段は登録者のみ
対象としていますが、より多くの方に素敵な出逢いの
場を提供できるよう県内在住の方を対象に下記の通り

「ふれあいパーティー」を開催します。
　このパーティーで素敵なお相手見つけてみませんか?
日　時	 6月23日（日）午後1時〜
場　所	 アピオ甲府　タワー館
対象者	 県内在住で20〜30代までの男女各15名
　　　　(応募多数の場合抽選)
参加費	 3500円　　
締　切　6月8日（土）午後4時まで
※詳細は社協HPをご覧いただくか、下記までお問い合わ
せください

昭和町結婚相談所　(☎ 275-1881)
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　近年、出資や株取引きにより「必ず儲かる！」
といった詐欺性の強い利殖勧誘事犯、ホーム
ページやFAXにより高い金利でお金を貸し付
けるヤミ金融事犯、電話勧誘や自宅訪問により
強引に契約を迫る訪問販売等事犯が多発してお
り、皆さんの生活に大きな不安を与えています。
　警察は、消費者被害に係る生活経済事
犯について、被害が拡大する前に早期検
挙を図るとともに、未然防止のための広
報啓発活動等を推進しています。
　警察では、消費者被害に係る生活経済事犯の
うち、
○高齢者が被害に遭いやすい利殖勧誘事犯や
特定商取引等事犯

○いわゆる「090金融」や新たな手口によるヤ
ミ金融事犯

○廃棄物事犯を主とした環境事犯、無資格者に
よる美容施術等の医事事犯及び無承認薬品
の広告・販売事犯等の薬事事犯

○偽ブランド商品をインターネットサイトで
売買するなどの知的財産権侵害事犯

に重点指向した取り締まりを推進しています。

生活経済事犯による消費者被害防止対策の推進 110番の正しい利用にご協力を！

いち早く　いそがず慌てず　れい静に
　１　　１　　０

　警察では、各種事件や事故等の緊急事案の早期解決を目的と
して、

を合い言葉に、皆さまに広く110番通報のご協力をお願いして
おります。
　110 番通報は、一般加入電話及び携帯電話などから「110」
とダイヤルすると、県内どこからでも警察本部の通信指令室
につながります。
　通信指令室では、担当の警察官が、「いつ」「どこで」「何が」

「犯人は」「負傷者は」「あなたの住所、氏名は」などとお尋ね
しますので、落ち着いてお話しください。
　110 番は、緊急ダイヤルです。緊急性のない 110 番通報は、
真に緊急性のある 110 番通報の対応に支障となります。
　落とし物や運転免許証の更新手続き等に関する問い合わせ
は、最寄りの警察署や交番、駐在所にお問い合わせくださ
い。また、相談ごと等につきましては、警察本部総合相談室

「＃ 9110」（＃が利用できない場合は☎ 055-233-9110）をご利用
ください。
　110 番通報の適切なご利用にご理解とご協力をお願いします。

「
性
格
」
で
す
か
？ 「
病
気
」
で
す
か
？

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
精
神
科　
助
教　
大
槻 

正
孝

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

あ
る
芸
能
人
が
テ
レ
ビ
で
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。「
の
ど
が
渇
い
た
と
思
い
、

冷
蔵
庫
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
を
取
り
に
行
こ
う
と
す
る
。

途
中
で
ふ
と
足
下
を
見
る
と
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
シ
ミ
が
あ
る
。
そ
の
シ
ミ
を

掃
除
し
て
き
れ
い
に
し
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
。

だ
か
ら
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
冷
蔵
庫
に
た
ど
り

着
か
な
い
。」
そ
の
芸
能
人
は
か
な
り
大
物
で
、

相
当
な
お
金
持
ち
の
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
上

記
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
何
ら
日
常
生

活
に
支
障
が
な
い
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
治
療

対
象
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ま
っ
た
く
同
じ
傾
向
が
、
一
般
の

人
に
起
き
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
家
事
に
も
仕

事
に
も
支
障
が
出
る
で
し
ょ
う
。
精
神
科
領
域

で
は
、
何
ら
か
の
支
障
が
出
た
時
点
で
、「
傾
向
」

は
「
症
状
」
と
な
り
、
治
療
対
象
と
な
り
ま
す
。

認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
、
投
薬
に
よ
り
、
活
動

性
が
向
上
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
ご
家
族
は
、「
先
生
、
あ
の
薬
は
良
い
で

す
ね
。
も
う
１
～
２
年
、
料
理
な
ん
て
し
な
か

っ
た
の
に
、
み
そ
汁
を
煮
よ
う
と
し
た
ん
で
す

よ
。
ま
あ
、
久
し
ぶ
り
な
ん
で
ね
、
鍋
は
焦
が

し
ま
し
た
け
ど
ね
。」
と
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

一
方
、「
先
生
、
あ
の
薬
は
困
り
ま
す
。
も
う
で

き
も
し
な
い
の
に
、
料
理
を
し
よ
う
と
す
る
ん

で
す
。
そ
れ
で
鍋
を
焦
が
し
て
し
ま
っ
て
…
。

火
事
に
で
も
な
っ
た
ら
、
大
変
な
の
で
、
別
の

薬
に
変
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
、
お
困
り
に
な
る

ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

両
者
と
も
、
ご
本
人
に
起
こ
っ
た
現
象
は
一

緒
で
す
。
た
だ
、
前
者
は
ご
家
族
の
誰
か
が
い

つ
も
目
を
配
る
余
裕
が
あ
り
、
後
者
は
ご
本
人

が
そ
も
そ
も
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
周
り
の
環
境
次
第

で
、
現
象
の
解
釈
が
変
わ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
心
配
性
、

几
帳
面
さ
、
潔
癖
症
、
あ
る
い
は
物
忘
れ
や
怒

り
っ
ぽ
さ
な
ど
に
も
言
え
ま
す
。
ご
自
身
の「
性

格
」
の
範
囲
で
収
ま
る
も
の
な
の
か
、
病
気
の

「
症
状
」
な
の
か
は
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
の
有

無
が
判
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

　

判
断
に
重
要
な
点
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
挙
げ
た
二
つ
の
例
は
、
視
点
が
二
通
り
で

す
。
前
者
は
自
分
の
視
点
、
後
者
は
周
囲
の
視

点
で
す
。
自
分
が
困
っ
て
い
れ
ば
、
周
囲
の
評

価
が
ど
う
で
あ
れ
、
受
診
に
つ
な
が
り
や
す
い

の
で
す
が
、
逆
に
、
自
分
は
困
っ
て
い
な
い
が

周
囲
が
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
受
診
に
繋
が
り

に
く
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

も
し
、
本
稿
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
多
少
な
り

と
も
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
冷
静
に
ご
家
族

と
お
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
何
か

支
障
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
早
め
に
精

神
科
や
心
療
内
科
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
21

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
三
井 

正
（
河
西
区
）

No.175

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

私
た
ち
男
女
共
同
参
画
「
共
に
生
き
活

き
輝
け
昭
和
推
進
委
員
会
」
の
活
動
も
３

月
31
日
を
も
っ
て
第
８
期
が
終
了
し
、
４

月
よ
り
第
９
期
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
８
期
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

の
周
知
度
１
０
０
％
を
目
指
そ
う
」
に
つ

い
て
は
、
事
業
ご
と
に
周
知
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
男

性
の
料
理
教
室
を
２
回
実
施
し
、
ふ
れ
あ

い
祭
り
へ
の
出
店
、
ま
た
、
３
月
２
日
に

開
催
し
ま
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
等

で
参
加
者
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
チ
ラ

シ
を
配
り
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
８
期
最
後
の
事
業
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９
で
は
、
94
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
10
月
よ
り
募
集
し
ま
し
た
標
語
・
川

柳
（
応
募
数
２
８
０
作
品
）
の
中
か
ら
、

高
校
生
・
一
般
の
部
４
作
品
、
小
中
学
校

の
部
６
作
品
の
優
秀
作
品
の
表
彰
を
行
い
、

落
語
家
の
林
家
花
丸
さ
ん
の
講
演
会
も
実

施
し
ま
し
た
。
講
演
会
の
内
容
は
前
月
の

広
報
に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
男
・
女
の

性
別
に
関
係
な
く
「
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
・
ひ
と
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、

平
成
15
年
に
「
共
に
生
き
活
き
輝
け
昭

和
」
を
策
定
、
平
成
23
年
に
「
昭
和
町
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
て
進

め
て
い
ま
す
。
誰
も
が
昭
和
町
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く

り
、
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
月
の
広
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
新
し

い
推
進
委
員
会
の
テ
ー
マ
が
決
定
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
第
９
期
も
推
進
委
員

会
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
第
９
期
の
推
進
委
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

No.144
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

昭和町母子愛育会定期総会とロコモ予防研修会 同時開催！
　4月11日（木）午後７時より、総合会館
２階 軽運動室で行い、新旧の班員さん
112名の出席がありました。また、総会
終了後には研修会を行いました。
　講師の先生に山梨大学医学部附属病院副病院長 整形外科
教授 波呂浩孝医師をお招きし、ご講演いただきました。
　テーマは「美しいエイジングのために～骨粗鬆症とロコ

モティブシンド
ロームとは～」と
題して、誰もが同じように歳を重ねますが、いつまでも健康 
に過ごせるように、骨密度の検査の必要性やロコモ予防は 
身体だけでなく心の健康にもつながるという内容の貴重な
お話をうかがいました。健康寿命延伸に向け、地域ぐるみで
取り組んでいきたいですね。

新しい班員さんとともに、
今年度も楽しく活動して 
いきたいと思います

23   広報昭和 No.499 広報昭和 令和元年 5 月号   22



　
令
和
元
年
７
月
か
ら
、町
の
臨
時・

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

　
○
一
般
事
務
職
員

　
○
児
童
館
職
員
（
要
資
格
）

募
集
人
数　
各
若
干
名

　
※
必
要
資
格
、
勤
務
条
件
、
応
募

資
格
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　
※
児
童
館
職
員
に
つ
い
て
は
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
の

勤
務
と
な
り
ま
す

採
用
期
間

　
採
用
か
ら
６
ヵ
月
間
ま
た
は
１
年

間
（
職
種
に
よ
る
）

　
※
人
事
評
価
に
よ
り
延
長
あ
り

応
募
資
格

　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
64
歳

以
下
の
方

選
考
方
法

　
書
類
審
査
及
び
面
接

応
募
方
法

　
総
務
課
窓
口
へ
履
歴
書（
写
真
付
）

を
持
参

募
集
期
間

　
５
月
27
日（
月
）～
６
月
７
日（
金
）

ま
で

　
※
平
日
の
み
、
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
各

12
地
区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
現
在
約

５
６
０
名
の
会
員
が
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
た
め
に

地
域
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
仲
間
と
共
に
元
気
に
楽
し
く
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
概
ね
65
歳
以
上
の
方

主
な
活
動

◎
旅
行
（
日
帰
り
研
修 

等
）

◎
環
境
美
化
活
動
（
花
植
え
清
掃 

活
動 

等
）

◎
教
養
や
知
識
の
向
上
（
い
き
が
い

大
学 

等
）

◎
趣
味
の
共
有
（
写
真
・
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
・
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス 

等
）

◎
地
域
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い

（
友
愛
活
動
・
世
代
間
交
流 

等
）

◎
健
康
づ
く
り
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク 

等
）

問
い
合
わ
せ　

　
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

日
時　
５
月
21
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

場
所　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
（
甲
府
市
中
央
１
‐
10
‐
７
）

募
集
人
数　
約
40
人
程
度
（
参
加
費

無
料
、
先
着
順
）

内
容　
①
模
擬
裁
判
員
体
験 

②
法
廷

見
学
（
写
真
撮
影
可
） 

③
裁
判
員

経
験
者
及
び
法
律
家
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

募
集
期
間

　
５
月
７
日
（
火
）
～
17
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

応
募
方
法　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

庶
務
係
（
☎
２
３
５
‐
１
１
３
３
）

　
山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
子
ど
も
の

日
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
映
画

「
み
ん
な
の
学
校
」
上
映
会
を
開
催

し
ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

日
時　
５
月
25
日
（
土
）

◎
第
１
部　
午
後
１
時
30
分
～

　
映
画
上
映（
上
映
時
間
１
０
６
分
）

◎
第
２
部　
午
後
３
時
40
分
～

　
映
画
企
画
者 

迫
川 

緑 

氏　
特
別

講
演

場
所　
山
梨
県
弁
護
士
会
館

内
容　
不
登
校
も
特
別
支
援
学
級
も

な
く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
学
べ
る

学
校
作
り
に
取
り
組
ん
だ
公
立
小

学
校
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

町
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
を
募
集

昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
募
集

子
ど
も
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
上
映
会

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

　

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

５
月
５
日
か
ら
の
児
童
福
祉
週
間
に

合
わ
せ
、
総
合
会
館
を
会
場
に
「
じ

ど
う
か
ん 

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
体
験
や
子

育
て
中
の
仲
間
づ
く
り
、
親
子
遊
び

の
か
か
わ
り
方
な
ど
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
な
お
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
み
ん

な
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　
５
月
10
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
総
合
会
館 

２
階　
軽
運
動
室

対
象　
町
内
在
住
の
就
学
前
の
乳
幼

児
と
保
護
者

講
師　

す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
る
ス

タ
ッ
フ

締
め
切
り　
５
月
７
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
押
原
児
童
館
（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
）

　
西
条
児
童
館
（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

　
常
永
児
童
館
（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

◎
み
ん
な
で
♪
リ
ズ
ム
あ
そ
び

　

ハ
イ
ハ
イ
・
ヨ
チ
ヨ
チ
・
ト
コ

ト
コ
…
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
音
で

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
！
工
作
も

し
ま
す
。

・
日
時　

５
月
17
日
、
６
月
21
日
、

７
月
12
日

　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
各
金
曜
日
・
全
3
回
）

・
定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

・
費
用　
無
料

・
講
師　
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師

　
　
　
　
　
　
　

 

鶴
田 

香
予
子 

氏

・
持
ち
物　
飲
み
物

・
そ
の
他　
裸
足
で
活
動
し
ま
す

◎
い
っ
し
ょ
に
★
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
楽

し
く
体
を
動
か
そ
う
！
大
人
だ
け

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

・
日
時　

５
月
27
日
、
６
月
17
日
、

7
月
８
日

　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
各
月
曜
日
・
全
3
回
）

・
定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

・
費
用　
無
料

・
講
師　
Ｏ
Ｋ
Ｊ
親
子
・
子
ど
も
ト
ー

タ
ル
マ
ス
タ
ー
指
導
者

　
　
　
　
　
　
　
　

 

斎
藤 

晴
美 

氏

・
持
ち
物　
飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ

ル
、
屋
内
履
き
（
無
い
場
合
は
裸

足
で
も
可
）

対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

　
　
　
（
男
女
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
）

場
所　
総
合
会
館 

２
階　
軽
運
動
室

受
付
開
始

　
５
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
～

　
※
平
日
の
み
受
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　
富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン

プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年

（
日
本
人
・
外
国
人
）
が
、
キ
ャ
ン

プ
生
活
や
富
士
登
山
な
ど
の
野
外
活

動
を
共
に
し
な
が
ら
友
情
を
深
め
、

様
々
な
体
験
を
通
し
て
、「
新
し
い

仲
間
と
の
出
会
い
」
の
楽
し
さ
や
、

友
だ
ち
と
協
力
し
助
け
合
う
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

期
間　
７
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
～
８
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
４
泊
５
日
］

場
所　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動 

セ
ン
タ
ー

対
象　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

内
容　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活 

体
験
、
野
外
炊
飯
体
験
、
ワ
イ
ド

ゲ
ー
ム
、
星
空
観
察
な
ど

締
め
切
り　
７
月
５
日
（
金
）

参
加
費　

　
出
発
地
に
よ
り
参
加
費
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
別
途
お
見
積
も
り
を

い
た
し
ま
す
。

　
〈
参
考
〉
※
３
月
現
在
の
予
定
価
格

　
キ
ャ
ン
プ
場
：
５
万
２
０
０
０
円

　
東　
京　
駅
：
６
万
円

問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人　
国
際
青
少
年
研

修
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と
高
齢

者
の
健
康
維
持
、
地
域
の
交
流
を
深

め
る
た
め
、
健
康
体
操
教
室
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時　
５
月
29
日
（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
（
受
付
：
８
時
30
分
～
）

場
所　
甲
斐
市
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
（
甲
斐
市
岩
森
２
７
３
２
）

　
　
　
※
雨
天
時
は
隣
の
体
育
館

対
象　
昭
和
町
、
甲
斐
市
、
中
央
市

在
住
の
60
歳
以
上
の
方

費
用　
５
０
０
円

定
員　
２
９
０
名
（
先
着
順
）

受
付
開
始

　
５
月
８
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
峡
中
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
と
は
、
再
生
紙

で
で
き
て
い
る
地
球
環
境
に
や
さ
し

い
エ
コ
な
素
材
で
す
。
こ
の
ク
ラ
フ

ト
バ
ン
ド
を
使
っ
て
、
毎
日
の
生
活

で
使
え
る
か
ご
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
方
で
も
素
敵
な
作
品
が
完

成
し
ま
す
！
作
っ
て
楽
し
め
る
講

座
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

　

６
月
26
日
、
７
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、
24
日

　
午
前
10
時
～
正
午

　
（
毎
週
水
曜
日 

全
５
回
）

場
所

　

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

（
社
協
事
務
所
）

内
容　
基
本
の
ミ
ニ
か
ご
、
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

持
ち
物

　

ハ
サ
ミ
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、 

メ
ジ
ャ
ー
（
１・
５
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
）、
30
㎝
以
上
の
定
規

参
加
費

　
５
０
０
０
円

　
（
す
べ
て
の
材
料
費
込
み
）

　
※
初
回
時
集
金
、
原
則
返
金
不
可

受
付
開
始

　
５
月
15
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　
※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

（
窓
口
で
の
受
付
不
可
）

　
※
原
則
参
加
者
本
人
が
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

　
※
６
月
26
日
の
初
回
時
に
基
本
的

な
編
み
方
を
講
習
し
ま
す
の

で
、
初
回
時
に
は
必
ず
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

わ
く
わ
く
元
気
ア
ッ
プ
講
座

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
か
ご
づ
く
り

健
康
体
操
教
室
＆

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

春
め
く
や
歩
を
ゆ
る
め
た
り
速
め
た
り

小
春
日
の
影
が
寄
り
添
う
車
椅
子

磯
部　

信
与

産
物
届
く
ふ
る
さ
と
納
税
申
告
期

春
愁
の
目
薬
つ
つ
と
頬
す
べ
る

小
澤
百
合
子

飛
行
機
雲
の
見
馴
れ
ぬ
コ
ー
ス
春
の
空

猫
柳
銀
の
花
穂
に
新
芽
出
づ

井
口　

康
行

石い
し
く
れ塊

の
す
き
ま
に
生
う
て
蕗
の
薹

塗
り
替
へ
の
鉄
橋
長
し
川
涸か

る
る

雨
宮
あ
や
子

冬
の
朝
時
間
通
り
に
登
校
す

自
転
車
に
着
ぶ
く
れ
す
ぎ
て
足
つ
か
ぬ

伊
東　

美
代

遠
き
日
の
母
の
命
日
節
分
か
な

西
嶋
の
和
紙
の
体
験
日
脚
伸
ぶ

深
沢
モ
ト
子

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

じ
ど
う
か
んみ

ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

い
き
い
き
講
座

第
40
回
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

「
憲
法
週
間
」
裁
判
員
制
度

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

25   広報昭和 No.499 広報昭和 令和元年 5 月号   24



INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
総
務
省
統
計
局
・
山
梨
県
・
昭
和

町
で
は
、「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て

の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活

動
状
態
等
の
基
本
的
構
造
を
全
国
及

び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る

各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確

認
し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な

ど
一
部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配

布
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
対
象　
製
造
業
を
営
む
全
事
業
所

調
査
内
容　
１
年
間
の
生
産
活
動
に

伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料

使
用
額
な
ど

調
査
実
施
時
期　
５
月
中
旬
か
ら
６
月

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

昭
和
町
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、

人
権
に
関
す
る
特
設
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不

要
で
す
。秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
６
月
４
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

２
階 

会
議
室

内
容　
親
族
間
の
問
題
、
名
誉
、
信

用
、差
別
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
等
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

〈
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〉

〇
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
年

度
更
新
手
続
は
、
本
年
は
、
６
月

３
日
か
ら
７
月
10
日
の
間
に
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法
定

申
告
・
納
付
期
限
内
に
申
告
・
納

付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
年
度
更
新
申

告
書
の
送
付
は
５
月
末
、
申
告
書

受
理
会
は
６
月
中
旬
以
降
を
予
定

し
て
い
ま
す
。（
申
告
書
受
理
会

の
日
程
等
は
、
申
告
書
に
同
封
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

〇
労
災
保
険
率
、
雇
用
保
険
率
及
び

一
般
拠
出
金
率
の
改
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〇
雇
用
保
険
は
、
①
１
週
間
の
所
定

労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ

り
、
②
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み

が
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て

適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
29

年
１
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
の
方

も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
64
歳
以
上
の
高

年
齢
労
働
者
の
方
は
、
平
成
31
年

度
ま
で
雇
用
保
険
の
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
32
年
度
か

ら
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
２
８
５
２
）

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署（
労
災
課
）

　
　
　
　
（
☎
２
２
４
‐
５
６
１
９
）

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

特
設
人
権
相
談

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

～
製
造
業
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
～

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ｍ
Ｌ
Ｂ
開
幕
戦　
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
！
雄
星
さ
ん
！
に

　
　
　
ワ
ク
ワ
ク
し
た
“
皆
さ
ん
”
野
球
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
昭
和
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
46
代
目
主
将
「
翼
」
を

中
心
に
、
22
名
の
団
員
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
49
年
発
足
以
来
、
伝
統
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
あ
る
“
赤
”
は
色
褪あ

せ
る
こ
と
な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
輝
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
ス
ポ
少

Ｏ
Ｂ
、
昭
和
町
の
先
輩
方
の
チ
ー
ム
「
昭
和
体
協
野
球
部
」
が
関
東

代
表
と
し
て
出
場
し
、
ス
ポ
少
と
同
じ
赤
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
令
和
元
年
、
全
国
制
覇
し
た
体
協
野
球
部
に
続
き
、
６
年
生

４
人
を
中
心
に
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
で
き
る
！
も
っ
と
で

き
る
！
ず
っ
と
で
き
る
！
昭

和
、
平
成
、
令
和
と
野
球
を

楽
し
む
子
ど
も
た
ち
は
、
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
押
原
小
学

校
か
ら
常
永
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
へ
と
替
わ
っ
た
今
も
、“
昭

和
”の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、

元
気
よ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
も
言
っ
て
い

ま
し
た
よ
ね
？「
何
で
も
い
い
、

夢
中
に
な
れ
る
も
の
が
あ
れ

ば
…
」
常
永
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
待
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

　
障
が
い
当
事
者
の
交
流
の
場
と
し

て「
れ
ん
げ
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
生
活
に
関
連
す
る
テ
ー
マ

を
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
り
、
学
ん

だ
り
す
る
場
に
で
き
た
ら
と
考
え
、

今
年
度
は
年
４
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

対
象

　
中
央
市
・
昭
和
町
内
在
住
の
障
が

い
に
か
か
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る

方
、
難
病
認
定
さ
れ
て
い
る
方

時
間　
午
後
１
時
30
分
～

定
員

　
20
名
程
度
（
参
加
ご
希
望
の
方
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

日
程　
５
月
18
日
（
土
）

テ
ー
マ

　
「
お
休
み
の
楽
し
み
方
を
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館

※
次
回
は
、
８
月
に
開
催
予
定
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
　
　
　
（
FAX
２
７
４
‐
１
１
０
３
）

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ

て
い
る
20
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や

詐
欺
、
傷
害
な
ど
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し

な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）
に
つ
い

て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を
も
つ
被
害

者
な
ど
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
の
手
続
、
ま
た
は

検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
検
察
審
査
会

　
甲
府
市
中
央
一
丁
目
10
番
７
号

　
（
甲
府
地
方
裁
判
所
３
階
）

　
　
　
　
（
☎
２
１
３
‐
２
５
４
８
）

日
時　
６
月
20
日（
木
）、21
日（
金
）

午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

場
所　
山
梨
県
自
治
会
館
（
甲
府
市

蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号
）

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
４
０
０
０
円

受
付
期
間　

　
５
月
27
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
予
防
課

　
（
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
番
23
号
）

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
「
宅
地
建
物

取
引
士
試
験
対
策
講
座
」
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
受
験
対
策
と
し
て

関
連
法
規
等
を
学
び
ま
す
。
募
集
内

容
等
、
詳
し
く
は
山
梨
県
立
就
業
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〈
７
月
開
講
講
座
〉

〇
宅
地
建
物
取
引
士
試
験
対
策
講
座

日
程　
午
後
６
時
～
（
３
時
間
）

　
　
　
15
日
間
の
講
座

※
そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
３
２
１
０
）

対
象　
再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
方

内
容
（
コ
ー
ス
）

　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科
、
金
属
加

工
科
、建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
科
、

電
気
設
備
技
術
科

訓
練
期
間

　
７
月
２
日
～
12
月
24
日（
６
ヵ
月
）

訓
練
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　
（
甲
府
市
中
小
河
原
４
０
３
‐
１
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

そ
の
他　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

締
め
切
り　
６
月
４
日

申
し
込
み

　

住
所
ま
た
は
居
所
を
管
轄
す
る 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　
　
　
　
（
☎
２
４
２
‐
３
０
６
６
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　3 月は、先月と比較すると全
体の収集量は約 22t 増の 282t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 2 ㎏増の
32 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 3 月分の医療費は、
約 8,570 万 5 千 円（ 前 年
同月比 7.79% の増）です。
　健康診断のお申し込み
を忘れてはいませんか？
今からでも間に合います !!
年に一度の体のチェック！
健診を必ず受けましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

3月2月1月12月11月10月9月

常永地区押原地区西条地区

33
31

35

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

障
が
い
当
事
者
交
流
の
場

「
れ
ん
げ
会
」

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

ご
存
知
で
す
か
？「
検
察
審
査
会
」

再
就
職
を
目
指
す
方
へ
「
職
業

訓
練
受
講
者
（
７
月
生 

）」
募
集

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

防災一口メモ　ポリ袋で作ろう！ ～ 非常食 ～
　災害時、ライフラインが止まってもポリ袋と卓上コンロがあれば、自宅にあるもので
ご飯やおかずを作ることができます。ぜひ一度、ご家庭で試してみてはいかがですか？

女性防災ネット昭和

★焼き鳥の缶詰で親子丼
材料：焼き鳥缶（タレ） 1 缶、玉ねぎ 80g（中 1/2 個）、 

醤油 小さじ 1、卵 2 個 
1. ポリ袋に薄くスライスした玉ねぎ、焼き鳥缶の

中身をタレごと入れ、味が染み込むように手の
ひらで揉む。 

2. 卵を割り、1 に入れてさらに揉む。 
3. 袋の口を上の方で固く結び、沸騰している鍋に

入れて 20 分加熱したらできあがり！

★ポリ袋ご飯
1. 米は洗って水を切り、米と同量の水を

ポリ袋に入れる。（※無洗米の場合は 
少し多めに水を入れること）

2. ポリ袋の空気を抜いて上の方を結び、
鍋に湯を沸かし、沸騰したらポリ袋を入
れ 30 分加熱する。（※蓋をする場合は、 
ずらすこと）

3. 火を止めそのまま 10 分くらい蒸らす。
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貸 与 事 業
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あとがき
　

５
月
１
日
か
ら
、
新
元
号
「
令
和
」
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
万
葉
集
に
あ
る
「
初し

ょ
し
ゅ
ん春
の

令れ
い
げ
つ月
に
し
て 
気き

淑よ

く
風か

ぜ

和
や
わ
ら

ぎ 

梅う
め

は
鏡き

ょ
う
ぜ
ん前
の
粉こ

を

披ひ
ら

き 

蘭ら
ん

は
珮は

い
ご後
の
香こ

う

を
薫か

お
ら

す
」
と
の
文
言
か
ら

引
用
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
人
々
が

美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育

つ
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

広
報
昭
和
も
、
記
念
す
べ
き
令
和
元
年
号
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
く
、
読
み

や
す
い
広
報
誌
作
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
「
広
報
昭
和
」
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同級生の“はとこ”とおそろいのスタイを
つけて♪
これからも元気に育ってね！

平成 30 年８月 31 日生（０歳８カ月・男の子）
( 左 ) 莉

り く
玖 くん

平成 30 年４月８日生（１歳０カ月・男の子）
（父）勇也さん（母）沙紀さん（河西区）

( 中 ) 金子 結
ゆ い と

翔 くん

平成 30 年９月３日生（０歳 7 カ月・男の子）
( 右 ) 律

りつ
 くん

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント。
ご自慢のお子さんのお写真をぜひ広報にお寄せください！
　申し込み　企画財政課　企画情報係（☎ 275-8154）

　５月５日は『こどもの日』です。
1948年に「こどもの人格を重ん
じ、こどもの幸福をはかるととも
に、母に感謝する」祝日と決めら
れました。また、この日は端午の
節句の日でもあり、季節の変わ
り目に邪気を払う節目の日でも
あります。
　端午の節句の行事食といえば
柏餅ですが、柏の葉は新しい葉
が出るまで古い葉が落ちないこ
とから、“家系が途絶えることな
く続く縁起もの”として、あんこ
の入ったお餅を包み、願いを込め
て食べられるようになりました。
今では、こどもの日として男女に
関係なく、子どもの健康・成長を
祈る日となっていますが、このよ
うな食文化も大切に伝えていき
たいですね。

【 端午の節句と柏餅 】

◆ 材料（４人分）
　＊牛乳………300cc
　＊砂糖……大さじ４

　＊片栗粉… 大さじ６
　＊きな粉…お好みで

◆ 作り方
①	鍋に材料を全部入れて、よく混ぜます。
　中火にかけて、木しゃもじで絶え間なく混ぜ

ます。
②	全体的にとろみがつき、のり状になったら火

からおろし、２～３分練ります。
　※こげないように注意してください! !
③	②を水でぬらしたスプーンで一口大にすく

い、冷水に落として冷やし固めます。
④	③の水気をきって器に盛り、きな粉をお好み

でかけたら完成です。

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

簡単おやつ“牛乳もち”

～ 今月は「押越区食生活改善推進員」さんからのレシピです ～
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